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山村の栄養改善に関する研究 （第 1報）

ーメチオニン強化味噌の投与効果について一

食品栄養科喋i

湯沢保健所竹ー

地 亮 也

村 睦

はじめに

現在アミノ酸の強化食品としては．小麦粉にリ 案である。その一初」として．農山村における主要

ジンを強化することが許可されているのみであるo 蛋白源である味噌の生物価向上をメチオニン添加

アミノ酸の強化については種々問題もあるが．単 によつて行い．この利用効果を実生活のうえで確

•一の食品の生物価をそれぞれ上昇させることもー かめることを目的としで調査を行ったものである。
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表 ー

試 験 地 域 の 人 員 構 成

地区別 性別 ~ 5オ 6オ 20オ
60オ～ 計 合計 世帯数~19オ ~59オ

男 1 ， 8 
゜

18 ， 
天矢場 34, a ： 

女 2 6 8 

゜
16 

’・

下の岱 男 8 5. 8 8 19 
4'1 8 

A 女 2 12 12 2 28 

下の岱 男 4, 19 2 l 
．． 

• 86. 
.5.．o ． ， I 1 2 

B 女

゜
8 12 

゜
.:80 

． よ
男 8 88 28 4, 78 ,. ・.:; ． 

計 187 •. 26 ： 
女 4, 26 8 2 . 2 64 ． ． .., •I 

唸if: 

胃珀墨図1慎ように悶田県、而；区力ぐ

ら東南方80血の開拓部落であ虔矢矢場．下の岱

A,B地区の26世帯 18 7名が対象で．そのう

ち被調査者は20オ～59オ迄の男女60名であ

る。この地域は湯沢市よりパスで1時間 80分の

終点から更に3Kmほど入つた山間辺地℃冬立彎雪

が多く車の交通は不能となり．食糧の購7、は夏屈．―
行商にたより．冬期間の生鮮食糧品は現地で求や

ることができない。 ‘ 
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調査実験方法

1 投与味噌のメチオニン添加

疇のアミノ酸パクーンは表2<l)ように．第1

御隙アミノ酸が含硫アミノ硬であり． WHO•F

AOの人乳パクーンと比ぺると 43である。従っ

て窒素 19当りメチニオン 87町を添加すると．

その生物価を 75.-Cあげることが出来る。味噌に

添加したメチオニンの安定性は表3に示したとな

り30℃で4週間保存しても損失は 10，，，であ h.

製造後の最終過程で加熱工程ナ行えば損失は0で

あつた。従つて DLメチオニンを味噌k(l21，，， 

9 8 7叩／N1'J)最終段階で添加し．この強化

味噌を昭和42年 5月より．この地区の従来の食

習慣により 1人1日当り 70'J-80'J摂取とし

て1人 1カ月2.5 K9供給し．継続投与を実施中で

ある。なおメチニオン強化による異臭その他嗜好

上の問題はない。

2 調査期日

調査項目は昭和42年 5月投与前日に事前調査

表 3 メチオニンの安定性

製造直後

非加熱 l (l2 6 
M e t •添加

加熱I Q 2 1 
非加熱 Q O 8 

I cont 
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を行いその後約半年毎に 5月． 10月と年2回罪

査を実施した。

l 
! 

3 調査内容士よび方法

1) 栄養摂取量士よび食品群別摂取量

栄養摂取量は 1日分の喫食した食事およ

び間食等と同量の食事をそれぞれ調理形熊

別にポリ袋K収納させ計量し．調理による

重量変化指数により原食品に換算のうえ．

食品分析表により計算し．その後ミキサー

でホモジナイズし．分析に供した。

2) 身体症候および身体計測

3) 血液性状検査

血液比重（硫酸銅法）．血色素重（シア

ンメトヘモグロビン法）．赤血球数．色素

指数．ヘマトクリット．血清蛋白（日立屈

折計による）．血清総コンステロール（ザ

ックヘンリー変法）．血清アミノ酸ベクーン

4) その他

クイムスクデイー．フリッカーテスト

毛髪のシスチンの測定等

3 0℃4週間

(l2 3 

(l2 1 

U O 7 

U07 l .. ••一一 加熱［
--•—• ---l ト



表 4 

摂取栄養量および栄養摂取比率
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調査成績および考察

L 摂取栄養量なよび食品群別摂取量

摂取栄養量は表4に示すように秋田県生産者

-、冨ヒ ― 
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平均に比べ，蛋白質，脂肪，ピクミンA.均

が低く特に脂肪の摂取量の少ないのが目立つて

いる。全国農家世帯と昭和45_,年を目途とした

基準量に比べても脂肪の低摂取が顕著である。

表 5
食品租：別摂取量

I 食品群別名 45年目標 4 2年 5月 4 2.. 1 0 4 3 • 5 4 a. 1 o ， 
l 飯 960 1,1 87 

油 17 4 

！ 魚 85 89 
！ 

肉 25 22 ！ 

乳・乳製品 140 10 ., 
卵 85 28 

'緑黄色野菜 D 100 48 

：その他の野菜
150 224 

i漬 物
i 

熱量ぉよび蛋白質が比較的とられているのは表5

に示すように飯の摂取量が多く，穀類Ca1比も

7 0 ％を占め，また糖質 ca1比も 75 物~79

鳴でそのほとんどが白米によるもので米に依存す

る比率の高い食生活と云える，従つて蛋白質量も

比較的多い結果がみられる。

脂肪摂取の少ないのは単純調理による油脂利用

不足によるもので，使用食品数の増と脂肪Ca 1 

比の増率が望まれる。

ピクミンについては，ピ9ミンAの5月に多い

のは緑葉山菜の摂取が多い結果であり・ピクミン

B1Bぇの給源は茸の摂取によるものと思われ．

ピクミン Cの給源は緑葉山菜およびキャベッによ

るものである。また個人別の摂取量については標

輯観示すよりにバラツキが高く，変動係数

4 0の以上のものは動物性蛋白質，脂肪，カルツ

ウム，鉄，ピクミンAで特にピクミンAは84$

のときもあり，個人摂取差の多いことを物語つて

いる。

食品群別摂取量は表5のように飯なよびその他

の野菜，漬物の摂取量が特に多く，油脂および肉

， 
1.0 93 ， ， ， 1.129 1,129 

4 5 2 

97 78 1 08 

8 6 5 

゜
26 

゜15 22 8 

57 89 92 

491 828 289 

類，乳類の摂取が非常に少ないととが目立つてい

る。緑黄色野菜も 42年5月の対租期を除いては
少ない結果がみられる。総佑杓にこの地域の食生

活は単純な調理形態による少食品数での多量喫食

ヵ屯徴とも云える。

以上の栄養摂取状態のうえにメチオニンが添加

された湯合，味噌からの蛋白質は味噌1日1人709

摂取するとすれば，味噌の生物価が48から 75 

になつたことによる有効蛋白増加分はl日8,.で

非常に少ない。



表 6
血圧および血液性状・ M + tt 
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1磁7丑'Z2

血圧

塁
（最小）111111H， 全血比重

且：呈至琴主
血＇清 比 重 ヘマトクリット値 名 血清蛋白 • 9/dヽ

至叩2•5 42•10 43•5 48•10 42 • 5 42•10 43•5 侶•10 42•5 42•10 4 8 • 6 48•10 

男 1.025細 013l0257血 0101.0268.iOO012 l02疇 010 4亨 岱 40J丑1 8要 'l26班 6“"四 'Z81四 'Z2日笠

［こ
10267血 0141D2鉛血018U)27畑 014n”細 008 8'7:T_班 距7坪 8細 9 8砥お a細 4 'l2如5 て52丑52 'Z4紐 1
1.0268血 014l026I_i00012 10272血 0131027糾000104蜘 89.婢 8'Z碑 8'Z紐 'Z邸也2 'Z10五,40 'Z螂46 'Z8細1

・
一
男
＿口
へモグロピン 劣 赤 血 球 数 万／．1111115 色 素 指 数

月 42•5 42•10 48•5 43•10 42•5 42•10 48•5 48•10 42•5 42•10 43•5 48 •10 
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平均 7L7蜘 8船楚 83.7坪 8亨 岱'Z瑯“ 42窃匹 89咄 09 40碑 90 Cl827,iO.O90 lDl碑 06血血9 U螂 78

血清コレステロール

£且 42• 5 42 • 1 0 43 • 5 

＿＿男 1伍吐姐1 13'Z牡g仏 142.社222

女 15随サ邸 14蕊±80.3I 1441五逸↓
均↓4'Z仕釦5 18蛾拉'Z711侶足:i29.0
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2 :::：の推移は表6に掲げた。全血比重を個別にみると図2(/)ように女が特ば低い値続し，1052未潰の者が多い推移がみられ入 メチオ

二；：岱：さ竺；；::芯芯：こ芯゜，血清総蛋白につい力は季節変動差を考慮しd司調査時期5月と翌年5月， 10月と次年10月
月で検討すれば若千の上昇傾向がみられ，また標準偏差が少く個人間のパラッキが少なくなっている。
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へモグロピンは図8に示すように投与前に比

ペ経時的C増加の傾向を示しているか投与1年．

以降は横ばい状態がみられる。しかし貧血の指

標の一つである色素指数をみると図4に示すよ

うに正常値U9~ll内に入り低色素性貧血の．

改善がみられた。このことは蛋白欠乏時におけ

る貧血〇抗取｝つを比較的利用の容易な貯蔵蛋

白であるヘモグロピンが蛋白代謝に動員される

セす概応の文献を基にすれば，メチオニン強化

図5,

暇噌の投与によつて蛋白栄養が改善されたと考

えられる。栄養摂取量の面で蛋白質が比較的と

られているが，蛋白質代謝が摂取熱量によつて

影響されることがよく知られているように消費

熱量に対する摂取熱量の割合が5月， I0月と

も70 <1J~8 0％と負の出納を示しており，こ

のことが蛋白代謝に影響されていたものの改善

と考えられる。

消嗽熱量に対する

摂取烹量の馨l合
消質熱璽はクイム1..lfヂ―
RM R計算による

4-J. /0 “2.5 
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男 女一

血圧の状況では高血圧者の率は秋田県平均よ

り低く，メチオニン強化による血圧の改善はみ

られたかつたが，血清コ Vステロールについて

は秋田県および日本人健康者平均値何れよりも

低値を示しているが，季節変動を考慮し同調査

月を比較するとその効果改善がうかがわれる＾
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・ヘマトクリット値，赤血球数については経時 的な改善は認められなかった。

図 6
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次いでメチオニン強化味噌 1年半投与後摂取

栄養状態の類似している近隣部落を対照として

血清遊離アミノ酸を測定し，比較してみた結果

図6に示したとおり遊雛アミノ酸総量は若与［を

が1叫当り 45 'i多い値を示したが，必須アミ

ノ酸と非必頃アミノ酸比は両区とも0.9 4と同

様の値を示した。
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メチオニン強化味噌投与による農山村の栄養改

善に関する研究調査結果次のとおりである。

1 栄養摂取状況は米の摂取量が多く，全摂取

カロリーの70~を占め，白米の依存度が扁

く，また特に脂肪摂取の低いのが目立ち脂肪

C a 1比が 10％以下である。変動係数で個

人摂取のパラツキをみると動蛋が平均で約

50%,ピクミンAは約70 %と個人差が顕

著てある。

2 血液性状の改善状況をみると全血比重，赤

血球数，ヘマトクリツト値についてはメチオ

ニン強化味噌投与による改善は認められなか

ったが，ヘモグロビン，色素指数には上昇の

傾向がみられ低色素性貧血の改善に効果があ

るものと考えられる。また血清総蛋白，コレ

ステロールについても季節変動差を考慮して

みると改善の傾向がみられた。

影響，栄養と食糧， 17,353,(1965)

8) ,jqj秀夫：摂取クンバク質欠乏時の摂取カ

ロリーと血中遊離アミノ酸．必須ァミ介悛研

究，42,5(1969)

9) 芦田淳ら：蛋白ア・ミノ酸栄養生理の基礎的

諸問題，栄養と食種， 22,274 (1969) 

10) 秋田県公衆衛課：昭和42年度県民栄養の

現状（昭43) 

11) 厚生省公衆衛生局栄養課：昭和42年度国

民栄養調資肉賃の概要（昭44) 

当研究は国立栄養研究所，秋田県衛生科学研究

所，湯沢保健所との共同研究によるものである。
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